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収 めた高価 な写真アルバムを競 って求めた。
しか しすでに文明開化による生活様式の変
化で,彼 らが思い描いていたような日本の伝
統的情景は,急 速に無 くな りつつあった。
従って,写 真師たちは,未熟 な撮影技術 と,
極めてロケには不向きな湿板写真をもって地
方にそれらを求めた り,にわか仕立てのモデ
ルによる涙 ぐましいばか りの演出写真 を撮る
ことになった。
これらの努力によってか,ア ルバムは大変













好みを想像 して,な りふ り構わず演 じる姿に
興味以外の何かを感 じ取 りたい思いがする。
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『デ ザ イ ン理論 』35/1996
発明か ら約30年を経て撮影技術,機 材 ・プ
ロセスともにある程度の安定を見るに至った







留地 に会社を設立,長 年の鎖国によ り温存さ
れていた江戸時代の風景,建 造物,風 俗,人
物,事 件などを異国人の目で驚異 と興味をも
って精力的 に撮影し,海 外に報道 した。 また
知己 となった高級外国人 には,帰 国時の格好
の土産物 としてそれ らの写真を販売するよう












開始,制 作 ・販売体制 を作っていった。
当時はまだ湿板写真の時代で,太 陽光線 に










な生活,農 作業,礼 儀作法,日 本人の一生な









を今計る ことは難 しいが,帰 国後の話題をに
ぎわ し,豪奢 を誇 るためのマテリアル として
奮発するには,そ の価格をも含めて適当な も
のであったのかもしれない。








これ らの写真師がいずれ も東京に移 ってか
ら後の明治10年ごろ,ベ ア トの助手を務 めて
いた日下部金兵衛が横浜 に 「金弊商会」 を設
立 『金幣アルバム』 と称 して手広 く販売,明
治16年にスティルフリー ドの 「日本写真社」
を引 き継いだファサ リが 「ファサリ商会」を
設立 して,双 璧 としてアルバムの制作販売を
行い,明治20～30年には横浜の地場産業 にま
で発展 した。当時の 「ファサ リ商会」では常
時10～13人の絵師を抱 え,印画の着彩 を行っ
ていたようである。
また,玉 村康三郎 は,これ らを輸出産業に
まで発展させ,明 治の中ごろには米国に営業
マンを派遣 して100万枚の注文を取 った とい
われている。
写真の黎明期に,日 本で特異な発展をした





着 した。さらに絵葉書の原型 として も位置づ
けておられる。
また日本写真協会の井上光郎氏(JCIIフ
ォトサロン)に ご協力いただいた。
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